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畜産機具購入の注意 
飼料収穫貯蔵用機会編（１） 

松 村 泰 雄 

 

◎機械の能率 

 乾草として利用する場合と、サイレージとして利

用する場合とによって、また、それぞれの経営、地

域性によって作業方式は異り、利用する機会の組合

せも当然異ってくる。第１図にその一例を掲げたが、

機械導入に際して――機械化一貫作業をする場合に

限らず、一部の作業を機械化する場合にも――とく

に大切なことは、個々の作業機の能率をよく知って、

無駄の尐ない、無理のない合理的な機械の導入を図

ることである。現在のところ、各作業機が個々に改

良発達してきたために、例えば、10ha の利用規模に

適した無駄のない機械セットを求めることはできな

いが、できるだけ無駄の尐ない作業機の組合せが必

要なことはいうまでもない。 

 したがって、農業の機械化といっても、大型機械

とか小型機械のみで全部の作業をやりこなすことを

意味しているのではなく、場合によっては大型機械

と小型機械の組合せ、また、人力作業との組合せが

あってもよいわけである。 

 これは実際に県内であった例であるが、大型トラ

クタにプラウ（西洋の犁）とディスク・ハロー（円

板型砕土機）それにモアー（草刈機）が組合わされ

て導入された。耕起整地作業は能率的にすますこと

ができたが、収穫作業に問題があったわけである。

このモアーの作業能率は１日当り３～４ha もあり、

また、作業が非常に楽なこととで、どんどん草刈り

作業は進んだが、刈った後の反転・集草・収納まで

の作業を人力に依存したため、これらの作業が追い

つかず、かなりの草を腐らしてしまったことがある。

連続した一連の作業の過程において、１つのネック

があると、全体の作業能力は、それによって制約さ

れるので、このことに注意して作業機の組合せをし

なければならない。 

 

◎作業の軽重 

 さらに、大型機械化の場合には、各作業機がトラ

クタの付属作業機としてセットされることが多く、

トラクタ本機の大きさ、馬力が問題となってくるが、

一般に収穫作業そのものは軽作業の部類を属し、そ

れほど大馬力のトラクタを必要としない。しかしこ

れらのトラクタは耕起・整地・運搬作業などに利用

せられ、とくに牧草跡地の耕起作業は重作業となる

ので、耕起作業の面からトラクタの大きさ、馬力が

決定される場合が多い。 

 この他、ホ場の斜度度合、区画の大きさ、農道な

ど土地条件に適応した機械の選定の必要なこと、ま

た、アフターサービスの良否が機械選定の重要な条

件となることはいうまでもない。次に、個々の作業

機について、その特徴と概況をみてみよう。 

 

（１）モアー（草刈機） 

 市販されているモアーの概要は第１表に示すとお

りであるが、本県の場合蓄力用モアーの利用は殆ん

ど考えられない。傾斜が幾らか急なホ場とか、小面

積に利用する場合には携帯型草刈機が便利で、機構

的には刃面が傾斜度によって調節できるものが使い

易い。平坦地の場合にはトラクタ用モアーが作業が

楽であり、また作業能率も高い。一般に回転刃型に

比べ往復動刃型のものが優れているが、価格が高く

つく欠点がある。往復動刃型のものでは、刃が１枚

ごとに交換できるものが望ましい。 

 大型トラクタ用モアーの場合、中央装架型および
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後部装架型が多く採用されているが、作業の容易性

からみると前者が優れているが、機械の着脱に手間

を要する欠点がある。また、普通 20～30PS級トラク

タでは刈巾 150cmのモアー、30～40PS級で 180cm巾

程度のモアーをセットすることが多いが、ホ場区画

が小さい所とか、傾斜地などでホ場の凹凸の多い所

では、刈巾の短いモアーが使い易い。 

 故障防止の点では、切断部が障碍物にぶつかった

場合の自動安全装置とか緩衝装置を備えた機械を選

定することが望ましい。 

（つづく） 

 


